
第２回システムバイオロジー研究会報告 
 

2004年 2月 2, 3日の日程で第２回研究会を開催した。本研究会は年４回程度開催するこ
とにしているが、そのうち２回を地方で開催する予定である。第１回は東京で開催したの

で、第２回は山口県下関市で行った。大都市圏からも若干外れているため、参加者は約 20
名と少なかったが、懇親会を含めて、１泊２日の日程を一緒に過ごしたので参加者相互の

親睦を深めることができた。２回の地方開催のうち１回は関西地区や中京地区などの大都

市圏で行い、１回は今回のような地方で１泊２日の日程で行うことにしたらどうだろうか。 
発表内容は別にアップロードされているプログラムのPDFファイルを参照して頂きたい
が、発表件数は２件の招待講演を含めて６件であり、うちシミュレーション関係が２件、

遺伝子データからの知識発見に関するものが２件、代謝調節機構の解明と応用に関するも

のが２件であった。システムバイオロジー研究会としてのバランスの取れた内容であった

といえる。 
次回の第３回は首都圏で５月に行う予定で調整を開始している。 
 


